
當間＠データマイニング班です。

今日やれてない所を除いて、
リストに慣れてもらうことを主題とした課題にしてみました。
以下に取り組んでみてください！

質問等は適宜のります！
（if, for, list に少しずつ慣れましょう～。暫くしたら dictionary も入ってきます）

===================
Level 2: データセットの統計情報を確認してみる
　〆切: 5/9, 次回実験にて報告してもらいます
　提出方法: mercurial (必要に応じてwikiを併用)

データセット iris において、各サンプルは4つの属性を持っており、
各サンプルは3クラスのいずれかに分類されます。
データセットの統計情報については下記で確認することができます。

from sklearn import datasets
iris = datasets.load_iris()
print iris.DESCR

上記を踏まえて、以下のプログラムを作成せよ。
プログラムは個々人のリポジトリを ~/HG/2013/ 以下に用意した上で、
commit&pushすること。

(1) iris.data には4属性を持つデータサンプルが150事例登録されている。
具体的には、i を事例インデックスとすると、
iris.data[i][0] には sepal length が、
iris.data[i][1] には sepal width が、
iris.data[i][2] には petal length が、
iris.data[i][3] には petal width が各々保存されている。
「iris.data」と「属性インデックス(0~3)」の2つを引数とし、
指定された属性インデックスについて150事例分の数値を
リストとして返す関数
 data_attr = collect_attr(iris.data, index)
を作成せよ。戻り値 data_attr について、少なくとも下記3項目を
print して確認すること。
　・data_attr[0] == iris.data[0][index] となっていること。
　・len(data_attr) == len(iris.data) となっていること。
　・data_attr[-1] == iris.data[-1][index] となっていること。
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